
 

 

 

 

 

 

 

 

■竹刀の手入れ 
 竹刀は使用前に必ず点検しましょう。ささくれがある場合には、使用者の責任において手

入具などにて入念に削ってください。また、ツルの緩みや柄革・先革・中結いの破損などが

あった場合には新しい付属品と交換しましょう。 
 なお、軽く打ってみて異音のする竹刀、または古くなった竹刀（古くなると自然竹のためも

ろくなる）は思わぬ破損・事故につながりますので使用は避けましょう。 
 使用後は竹刀に油などを塗布し、日頃からの手入れに心がけましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


